
（別紙３）

～ 令和8年1月18日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和7年12月27日

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援内容の記録および可視化をさらに進めるとともに、応用

行動分析（ABA）の視点も取り入れながら、医療的配慮と環

境調整を含めた支援の質の向上および一貫性の強化を図って

いく。

2

事務作業のデジタル化およびペーパーレス化を推進し、業務

の効率化を図ることで、安全性の向上と支援時間の確保につ

なげるとともに、職員間で支援の方向性の共有を図り、より

質の高い支援の提供を目指していく。

3

記録の実施状況にばらつきがある点を踏まえ、記録方法や確

認体制の見直しを行うとともに、外部コンサルタントから得

られた知見を職員間で共有し、支援内容のさらなる充実と一

貫性の向上を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

近隣事業所への計画的な働きかけを行い交流機会の創出を図

るとともに、ホームページやSNSの更新担当者を明確化し、

事業所の取組や活動内容の発信を進めていく。

2

パーテーションの活用による空間の工夫や個室の運用ルール

の明確化を図るとともに、清掃・消毒の役割分担や実施方法

の見直しを行い、環境整備の質の向上に努めていく。

3

朝礼に加え、所長による動画を活用した伝達等、既に実施し

ている情報共有の取組を効果的に活用しながら、共有すべき

内容の明確化と職員一人ひとりへの確実な伝達を図り、支援

の方向性の統一につなげていく。

○事業所名 多機能型事業所ミルキーウェイ(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
令和7年11月20日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

職員間における情報共有や支援に関する認識の統一において、

十分でない面が見られる。

多職種で構成されていることによる専門性の違いや経験年数の

差に加え、個別に業務を行う場面が多いことから、情報共有の

機会や方法に差が生じていることが要因と考えられる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他事業所との交流や外部への情報発信の機会が十分とはいえな

い状況にある。

利用児童の学年や通学校の違いにより合同活動の日程調整が難

しいことに加え、日々の支援や送迎業務を優先する中で、外部

連携や広報活動に充てる時間や人員の確保が難しいことが要因

と考えられる。

カームダウンや個別支援、日常的な環境整備（清掃・消毒等）

において、十分な環境や体制の確保が難しい場面がある。

ワンフロアで空間が広く清掃箇所が多いことや、建物構造上個

室が限られていることに加え、日々の支援業務を優先する中で

環境整備に十分な時間を確保できないことが要因と考えられ

る。

利用児一人ひとりのニーズに応じ、医療的視点も踏まえた個別

性の高い支援を提供するとともに、重症心身障がい児とその他

の利用児の特性に配慮した空間の使い分けができている。

利用児の特性や発達段階、健康状態、保護者の意向を踏まえ、

支援内容を柔軟に調整するとともに、重症心身障がい児とその

他の利用児のスペースを分け、必要に応じてパーテーションを

活用することで、個々に適した環境設定を行っている。

送迎を含め、利用児および保護者にとって利用しやすい支援体

制が整備されている。

家庭状況や利用児の状態に応じて送迎や連絡方法を柔軟に調整

するとともに、個別支援計画に基づき、職員が愛情をもって関

わりながら、それぞれの成長や課題に応じた支援を行ってい

る。

応用行動分析（ABA）を取り入れるとともに、外部コンサルタ

ントの助言を受けながら、個々のニーズに応じた支援計画の作

成および実践が行われている。

外部コンサルタントの助言を受けながら、個別支援計画に基づ

き月ごとに重点的に取り組む内容を設定し、支援の実施および

記録を行い、モニタリングに活用している。

事業所における自己評価総括表公表


